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KabutoDynaEXEとは

インターネットを使わないで、CLASで観測された今期の座標を元期（げん
き）の座標に変換、日本測地系2011のジオイドGSIGEO2011を基準とす
る標高に変換する目的で作成したシステムです。
インターネットを一切使っていませんので、ネット環境の悪い災害現場など
で活躍するでしょう。
※まだ役に立ったという情報は寄せられていませんが (;^ω^)

その後、バージョンアップ（5.00）し、CLASロガーと呼んでいたハード
ウェアも複雑になってきましたので、ハードウェアは Gogh (ゴッホ)、シス
テム全体を KabutoDynaEXE （カブトダイナエグゼ）と名付けました。
※この名前を使うことを強制するものではありません。

2023/11/30  Ryoji TANAKA
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観測方法（Bluetoothを使わない場合）

① ロガーの前面にあるスイッチを「観測」側に切り替え、電源をONにする

② 約30秒で赤ランプが数秒おきに点滅を始める（ログ開始）
少し時間が掛かる場合があります

③ 約1分30秒ぐらいで、緑（青）ランプが点灯する（FIX）
衛星の配置や、気象条件、観測場所により時間が掛かる場合があります
オープンスカイで3分以上経ってもFIXしない場合は、電源をOFFにして、
しばらく経ってから電源をONにしてください



④ 静止観測はFIXしてから１０秒間観測し、ケースの右に付いているボタンを
押すと、ログに測点番号が付される

⑤ FIXしたまま次の点へ移動し、④を繰り返して観測する。
移動しながら観測する場合（地形測量など）は、静止状態でFIXしてから、
アンテナを保持して観測する
※1秒間に1点の座標値が記録されます



データの取り出し方

① CLASロガーの前面にあるスイッチを「転送」側に切り替え、電源のス
イッチをONにする

② PC画面のネットワークアイコンをクリックして、wi-fiで「clas」に接続
すこし時間が掛かる場合があります 接続IDは「12345678」

③ エクスプローラーをクリック
④ アドレスに「¥¥raspberrypi.local」を入力
⑤ 表示される「share」アイコンをクリック
⑥ データーを取り出す



もし、セキュリティーの関係でIDパスワードの入力画面が出たら

ID：「pi@raspberrypi.local」
パスワード：「pi」を入力



エクスプローラーのアドレスに「¥¥raspberrypi.local」と入力すると
shareアイコンが表示される

ネットワークアイコンをクリック
して、「clas」が出るまで待つ
表示されるまで時間が掛かる場
合がある
表示されないときは、ロガーの
スイッチをOFFにして、再度ON
してみる

「share」をクリックするとログデータが出てくる

PCのフォルダ内に
ドラッグ・コピー



観測方法（Bluetoothを使う場合）

① ロガーの前面にあるスイッチを「観測」側に切り替え、電源をONにする
② 約30秒で赤ランプが数秒おきに点滅を始める（ログ開始）

少し時間が掛かる場合がある
③ 約1分30秒ぐらいで、緑（⻘）ランプが点灯する（FIX）

衛星の配置や、気象条件、観測場所により時間が掛かる場合がある
オープンスカイで3分以上経ってもFIXしない場合は、電源をOFFにして、
しばらく経ってから電源をONにする

※①〜③までは、 Bluetooth を使わない場合と同じです



④ を起動し、静止観測はFIXしてから１０秒間観測し、測点名記
入ボタンを押すと、ログに測点番号が付く

⑤ FIXしたまま次の点へ移動し、④を繰り返して観測する
移動しながら観測する場合（地形測量など）は、静止状態でFIXしてから、
アンテナを保持して観測する
1秒間に1点の座標値が記録される

KabutoLogger



BluetoothでPCにログを取る
このボタンをクリックして、
ログファイルを選択する
ファイル名は自動で入力さ
れる

①

平面直角座標系を選択する②

アンテナ高を入力する③

受信ボタンをクリックする⑤

測点名を記入 ボタンを
クリックすると測点名
が記録される

⑥

計算終了⑦

①

②
③

④ ⑤

⑥
⑦

KabutoLogger

COMポートを選択する④

※Tera Term で接続を確
認した方が確実です

※今期ログ、元期 CSV、元期
測点のみの CSV の３つの
ファイルが保存されます



KabutoLogger



今期→元期変換
このボタンをクリックして、
ログファイルを選択する

①

通常はこちら
平面直角座標系を選択する

②

アンテナ高を入力する③

経緯度を出力する場合④

rtklib/rtkplotで表示する場
合

⑤

計算開始⑥

計算終了⑦

①

②

③

④ ⑤

⑥

⑦

KabutoDyna



取り出したデータを処理する前に

CLASで観測された今期の座標を元期（げんき）の座標に変
換することになりますが、変換パラメータは国土地理院のサ
イトからダウンロードし、観測日に合ったものを使ってくだ
さい

パラメータファイルは2種類あります
・地殻変動パラメータ（3カ月ごとに公開）
・GSIGEO2011ジオイドモデル（約1年ごとに公開）

※毎回セットする必要はありません
※Microsoft Windows Desktop Runtimeのインストールの
メッセージが出たら、適宜ダウンロード・インストールしてください

ConvertITRF

geoid



取り出したデータを処理する前に
地殻変動パラメータ（3カ月ごとに公開）
https://positions.gsi.go.jp/cdcs
から、最新のパラメータファイルをダウンロード解凍し、ConvertITRF で変換してから
KabutoDynaEXE をお使いください

※毎回変換セットする必要はありません

ConvertITRF

このボタンをクリックして、
補正パラメータファイルを
選択する

①

※パラメータファイルは
KabutoDynaEXE フォルダ内
に解凍してください

変換開始②

変換終了③①

②

③



GSIGEO2011ジオイド・モデル（約1年ごとに公開）
https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php
から、ジオイド・モデルをダウンロード解凍して、geoid で変換してからお使いください

取り出したデータを処理する前に
※毎回変換セットする必要はありません

このボタンをクリックして、
ジオイド・モデルファイル
を選択する

①

※ジオイド・モデルファイルは
KabutoDynaEXE と同じフォ
ルダ内に解凍してください

変換開始②

変換終了③①

②

③

geoid



元期 XY 座標ファイルを今期 XML ファイルに変換

平面直角座標データファイ
ルの例

①

平面直角座標系を選択する③

①

②

③

④
⑤

変換終了⑤

gen2kon

※既設基準点の探索などに使うと便利です

平面直角座標ファイルを選
択する

②

変換開始④

※平面直角座標座標データファイル
と同じフォルダ内に XMLファイル
（gpx）が保存されます

※既設基準点の探索には、必ず
RTKLIB をダウンロードし、その中
の rtkplot を使用してください

https://www.rtklib.com/



U-center の Ubx ファイルを平面直角座標に変換

U-center のデータフォル
ダを選択する

①

アンテナ高③

変換終了⑤

RTKLogger

※RTK のロガーです

平面直角座標系を選択する②

変換開始④

①

②

③

④ ⑤

※データファイルごとに平均し、平
面直角座標と標準偏差のcsvファイル
を出力します

※データファイル名が点名になりま
すから、なるべく短く分かり易い
ファイル名にしてください



基準点探索のために作成しましたが、失敗作です

※失敗作ですが、作成に苦労しましたので (;^ω^) 残しておきます

mikke



参 考



Bluetoothの接続方法



Bluetoothの接続方法

① Bluetoothアイコンをクリック

※Windows10の場合で説明します

② Bluetoothデバイスの表示



③ Bluetooth またはその他のデバイスを追加する

④ Bluetooth をクリック



⑤ RNで始まるデバイスをクリック
⑥ 接続をクリック



⑦ 完了をクリック ⑧ tera term →設定→シリアルポート
で COM の中で接続できるものを探す

KabutoLoggerで設定する COM 番号



※tera term で接続できない、あるいは、COM が多過ぎて時間が掛かる場合は、
Bluetooth 追加画面で、RNで始まるデバイスを削除してください
削除できないものもありますが、その場合はそのままにして、再度、Bluetooth 
またはその他のデバイスを追加してください



基準点探しの方法



で平面直角座標値から今期ファイル（gpx
ファイル）を作成

gen2kon

• 点名および座標値は、半角英数

• ファイル名は、waipoint.gpx など任意
の名前にする



テキストエディタなどで、基準点座標ファイルを作成し、任意の
フォルダに入れる

gen2kon

1,  -138917.069,  -21809.556

2,  -138922.453,  -21797.146

3,  -138928.553,  -21783.564

4,  -138936.176,  -21766.489

5,  -138942.232,  -21752.629

6,  -138924.494,  -21783.857



gen2kon で変換された
今期座標 gpx ファイル

gen2kon



rtklib/rtkplot.exeを立ち上げ bluetooth接続

※既設基準点の探索には、RTKLIBの中の rtkplot を使用します
必ず、本家から RTKLIB をダウンロードしてください

https://www.rtklib.com/



※既設基準点の探索には、RTKLIBの中の rtkplot を使用します
必ず、本家から RTKLIB をダウンロードしてください

https://www.rtklib.com/

今期座標ファイルを読み込み基準点を探す





※既設基準点の探索には、RTKLIBの中の rtkplot を使用します
必ず、本家から RTKLIB をダウンロードしてください

https://www.rtklib.com/



定常時地殻変動補正について

国土地理院のサイトから引用 2023/07/04

https://positions.gsi.go.jp/cdcs/



準天頂衛星システム「みちびき」のセンチメータ級測位補強サービス

(CLAS)や精密単独測位(PPP)などを利用した高精度な測位情報の利

用が、様々な分野で進んでいます。

高精度測位情報を地図などの地理空間情報(国家座標)と組み合わせて

高度に利活用することにより、建機や農機の自動制御、ドローン物流、

移動支援、混雑状況の把握、自動走行などの高度な活用が可能となり、

生産性の向上や新たなサービスの創出が期待されています。



しかし、我が国では複雑な地殻変動の影響により、そのままでは高精

度測位情報と地図(国家座標)が正しく重なり合わないため、高精度測

位情報の活用に支障を来すことが懸念されます。

2020年5月19日から、国土地理院ではこのような高精度測位情報と

地図(国家座標)などの地理空間情報とのズレを補正できるようにする

ために定常時地殻変動補正サイトを公開しています。

https://positions.gsi.go.jp/cdcs/





このサイトから、 KabutoDynaEXE の補正計算に必要な定常時地殻

変動補正パラメータファイルをダウンロードできます。

選択する補正パラメータは「地殻変動補正パラメータファイル」

ITRF2014を選択します。

最新のパラメータファイルは、 pos2jgd_202304_ITRF2014.par.zip で、2023-

06-01 ～ 2023-08-31 の期間に適用できます。

（解凍して、ConvertITRF.exe で変換してからお使いください。）



ジオイドモデルについて

国土地理院のサイトから引用 2023/07/24

https://www.gsi.go.jp/buturisokuchi/grageo_geoidmodeling.html



ジオイドは、地球の重力による位置エネルギーの等しい面（重力の等ポテ

ンシャル面）の１つであり、地球全体の平均海面に最もよく整合するもの

として定義されています。日本においては、東京湾平均海面に一致する等

ポテンシャル面をジオイドと定め、標高の基準としています。

ジオイド・モデルの作成には大きく分けて、２つの方法があります。

１つ目が、全国の重力値を積分計算しモデルを作成する方法です。ジオイ

ドの起伏は地下構造の違いによる重力変化が主な原因です。人工衛星によ

る重力測定、地上重力、海上重力など様々な測定方法による重力値を組み

合わせ、それらを変換することでジオイドの起伏を計算し、ジオイド・モ

デルを作成することができます。このようにして作成されたモデルを「重

力ジオイド」と言います。



２つ目が、重力ジオイドを衛星測位と水準測量により実測したジオイ

ド高に合わせこみ作成する方法です。この方法により作成されたモデ

ルは「ハイブリッド・モデル」と言います。衛星測位（GNSS測量）

と水準測量を同じ場所で行って、その場所の楕円体高と標高の実測値

からジオイド高を求めることができます。この一連の測量をジオイド

測量と呼びます。国土地理院でこれまで公表したジオイド・モデルは、

衛星重力、海上重力、地上重力から作成された重力ジオイドに、ジオ

イド測量の結果（実測ジオイド）を組み合わせ構築した「ハイブリッ

ト・モデル」です。





基盤地図情報ダウンロードサービスから、 KabutoDynaEXE の補正

計算に必要なジオイド・モデルをダウンロードできます。

https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php

の「基盤地図情報 ジオイド・モデル」を選択します。

最新のジオイド・モデルは、 gsigeo2011_ver2_2_asc.zip をダウンロード解凍し、

その中の gsigeo2011_ver2_2.asc を KabutoDynaEXE のフォルダに入れて、

geoid.exe で変換してからお使いください。


